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　関西シーリング工事業協同組合は、関西に在するシーリング防水工事業者が、中小

企業等協同組合法に基づいて結成した協同組合です。

＜目　的＞

　建築専門工事業種の内、防水工事・シーリング工事は近年に於ける建築物の高層化

複雑化及び材料の多様化に追随して、日進月歩の専門知識と技術力を必要としていま

す。

　組合活動を媒介として、近代建築に於ける防水工事・シーリング工事の重要性を自

ら自覚すると共に他からの認識を促し、トッププロとしての職能で社会に貢献します。

　防水工事・シーリング工事業者が自らの業種を近代建築に於いて欠かせない専門工

種として、次世代の建築界に伝えていく為の研鑽と活動の場所が関西シーリング工

事業協同組合（関シ協）です。

＜活　動＞

　①　関連諸団体と連携のもとに、上部と組合員相互へ、大切な情報の伝達をしてい

ます。

　②　組合員・所属員への知識の普及と技術の向上を図る為の、研修会をしています。

　③　各種資格試験の、受験の窓口をしています。

　④　消耗品、機械工具、副資材などの共同購買により組合各社の経費節減及び、多

情報により、関連商品の開発を促し業界の進歩に貢献しています。

　⑤　日本シーリング工事業協同組合との連合で、10年の瑕疵漏水保険を作り組合各

社の経営を磐石なものとし、発注条件に、信頼感を与えて受注に繋げています。

　⑥　組合企業用賠償保険、所属員の生命保険、障害保険を団体契約することで、コ

ストダウンになり、組合員各社に利便を供しています。

　⑦　青年部会を組織指導して、次世代の建築シーリング部門を担う若者を育成して

います。

　⑧　ゴルフコンペ、新年会、懇親会などを開き会員同士の親睦を図り、協力しあうア

ンダーグランドをつくっています。

　⑨　広報誌「関シ協ニュース」を年２回発行しています。

関西シーリング工事業協同組合（関シ協）の概要









関シ協の集団扱保険 シミュレーション実施中

安心保険 合同会社
〒542- 0081 大阪市中央区南船場 2-4 -1 美貴ビル 9F
TEL : 06- 6261-0203  FAX : 06 - 6261-0204
URL : http://www.ansin.co.jp

組合のみなさまの為の制度

・今、入っている保険と同じ内容の保険に割引価格で入れる！

・自動車、賠償責任、傷害、火災などの各保険で利用できる！

・自分も得する！収入が入るから組合も得する！

今入っている保険の証券をコピーして安心保険宛にお送り下さい。

後日、安心保険の損害保険トータルプランナーから結果をご報告致します。

関シ協の集団扱保険制度とは？

体感されたお客様の喜びの声！

LINE またはメールで送るだけで確認ができる！

補償内容は同じなのに、
コストが下がった！

補償のダブリをなくし
コストが下がった！

LINE に写メを送るだけ
なので簡単だった！

ID:gea2946t ansin2@ansin.co.jp
Mail

まだ会社や
ご自分の保険

を見比べていない方へ



レンタル大阪支店
レンタル神戸支店
レンタル京都営業所

〒554-0051
〒653-0031
〒612-8241

大阪府大阪市此花区酉島5-8-30　TEL: (06)4804-3123
兵庫県神戸市長田区西尻池町1-3-38　TEL: (078)646-3511
京都府京都市伏見区横大路下三栖辻堂町28-3　TEL: (075)603-0195



KM 化研マテリアル株式会社
KAKEN MATERIAL CO.,LTD.

夢あふれる街づくりへのお手伝い
建築資材専門商社のリーディングカンパニー

http://www.kaken-material.co.jp

■本　社■
〒105-0003  東京都港区西新橋２丁目35番６号 第３松井ビル

TEL：03-3436-4001　FAX：03-3578-1155
■西日本支社■

〒564-0062  大阪府吹田市垂水町３丁目17番25号 第一福徳ビル
TEL：06-6339-1411　FAX：06-6339-1412

■岡山営業所■
〒703-8265  岡山県岡山市中区倉田657-59

TEL：086-200-0507　FAX：086-200-0508
■四国営業所■

〒769-0102  香川県高松市国分寺町国分243-2
TEL：087-870-6321　FAX：087-874-6783

■物流センター・ネットワーク■
東京（江東区）・埼玉（和光市）・横浜（横浜市）・千葉（八千代市）・多摩（府中市）・大阪（摂津市）・神戸（神戸市）

本社･建材部
大 阪 支 店
仙 台 支 店
南関東支店
神 戸 支 店
北関東営業所
札幌営業所
配送･加工センター

／〒130-0003
／〒564-0044
／〒982-0032
／〒224-0053
／〒653-0835
／〒370-0073
／〒007-0862
／〒132-0025

東京都墨田区横川4-10-9
吹田市南金田2-11-11
仙台市太白区富沢3-28-30
横浜市都筑区池辺町3372
神戸市長田区細田町1-4-18
群馬県高崎市緑町1-3-8
北海道札幌市東区伏古二条5-1-18
東京都江戸川区松江7-6-24

TEL 03(5608)0101
TEL 06(6330)7221
TEL 022(244)4911
TEL 045(929)5020
TEL 078(611)1100
TEL 027(370)0315
TEL 011(299)3400
TEL 03(5607)5511

FAX 03(5608)6431
FAX 06(6330)7210
FAX 022(244)7330
FAX 045(929)5040
FAX 078(611)1101
FAX 027(365)2636
FAX 011(299)3401
FAX 03(5607)5551

札幌営業所
HOKKAIDO
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年頭のご挨拶

年 頭 の ご 挨 拶
関西シーリング工事業協同組合

理事長　　藪　内　俊　則

2018年の新春を迎え、謹んでご挨拶を申し上げます。

新たな気持ちで新年を皆様方と一緒に迎えられたことを嬉しく思っています。

昨年は、小学校建設問題が大きく取り上げられ話題になりました。北朝鮮のミサイル発射

と色々な問題が日本の国内を騒がせた年でもありました。

若い人たちが建設業界に憧れ、魅力ある世界とするためにも、休日の確保、時間外の削減、

ゆとりの時間を確保して、健康のために自身の向上ために活用、発注者や協力会社の理解を

求めながら、業界全体で取り組む課題でもあると思います。人口減少や少子高齢化に伴う

人手不足により生産性の向上、担い手の確保育成が喫緊の課題でもあります。組合員各社の

仕事は価値を創り出し提供すること、お客様の問題や課題を解決することで、お客様と感動

を共有する事が出来るそんな会社で有りたいと考えます。関西シーリング工事業協同組合は、

昨年40周年記念式典を開催し50周年にむけて新たな一歩を踏み出しました。

研修会、技術者講習会、技能士検定、シーリンググランプリの開催、防水基礎知識や実技

に関する高校での出前講座など皆様と共に持続出来ます様にと思っています。日頃から組合

活動に御協力頂きまして有難うございます。引き続き皆様の御支援を賜りますよう宜しくお

願い致します。皆様方の御参加・御協力、更なるお力添えをお願い致します。
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新年互礼会開催

新　年　互　礼　会　開　催
当組合の新年互礼会が平成30年１月12日

に「ホテルモントレ大阪」で来賓並びに賛

助会、なにわ会会員の多数を交えて盛大に

開催されました。

小西功倫理事の司会により、まず藪内俊

則理事長が本日の出席者と昨年の40周年記

念式典の参加のお礼の後「世界の動きでは

隣国、北朝鮮のミ

サイル発射、核実

験、アメリカまで

届くICBMの開発

など世の中の不安

定が今年も続くと

思われます。

そのような中、先般南北朝鮮の対話があ

り北朝鮮が来月の平昌オリンピックに参加

するということで、とりあえず３月まで平

穏ではないかと思います。

国内に目を向けますと、正月以来、株価

が1000円以上も上昇しております。バブル

経済の再来といわれていますが、この景気

も黒田日銀総裁の任期までかなと、私はひ

そかに思っている次第です。

また建築工事の人手不足が目立っており、

市場も新築工事の減少が関西地区には目

立っています。しかしながら昨年来の人出

不足はなかなか解消いたしません。

当組合では若年入職者への取り組みとし

て布施工科高校、並びに今宮工科高校への

シーリング防水の学科、実技の出前講座を

実施しています。皆様の学校への募集もお

願い致したく思います。

又、外国人実習生の確保も一つの方法か

と思います。

当組合での事業といたしましてシーリン

ググランプリを開催しており、全国からの

応募があります。

１級技能士の技能の向上と業界の発展を

目指して頑張っており、皆様方にご協力と

ご理解をお願い致します。

今年は４月７日土曜日に開催いたします。

本年度は東日本シーリング工事業協同組合

の参加も決まっており、シーリンググラン

プリも新たなスタートとなります。

我々、シーリング業界が魅力ある業界に

成るように、又、皆様方のお役にたてる組

合としてご意見、ご要望を賜りながら、役

員一同努力を続けてまいります。

尚一層のご支援を賜りますようによろし

くお願い申し上げます。」と挨拶されまし

た。公明党参議院議員石川博崇議員からは

「本年2018年いよいよスタートしました。

日本全体の景気経済は回復の基調にあると

いわれております。株価も年末年始を通じ

て上昇の機運もでています。又大阪におき

ましても各地、新たな事業に向けた機運と

いうものが生まれてきている事を実感して

います。

藪内俊則理事長
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新年互礼会開催

様々な鉄道網の

新たな整備、北陸

新幹線のルートが

おおまかに決まっ

た事や、現在では

北大阪急行電鉄、

大阪モノレールの延伸が事業化されて工事

も進んでいる部分もあります。

今年は11月に2025年の世界万国博覧会が

開催される開催地が決定することになりま

す。大阪でぜひとも開催をしたいとの思い

で国をあげて取り組んでいます。地元の大

阪の熱気、そして熱意が不可欠です。この

３月には選挙が行われるフランスのパリに

あるBIEの事務局から視察団が来られる予

定です。大阪の熱気も評価の項目にあると

伺っています。皆様方と力を合わせてこの

年末に向けて大阪万国博覧会開催の機運を

更に高めていきたいと思います。

大阪万国博覧会を勝ち取る他の方策とし

まして、この１月か２月に2019年に日本で

Ｇ20サミットの開催場所が決定されます。

候補地としては愛知、福岡が手をあげてい

る状況です。Ｇ７サミットは過去にありま

したが、このＧ20サミットは７カ国だけで

はなく西側諸国に加えて、ロシア、中国、

メキシコ、ブラジル、トルコ、南アフリカ

等の新興国が加わり世界中の主要なトップ

が一同に会するビッグイベントです。大阪

で開催されると更に大阪万国博覧会の追い

風になることを期待しています。

シーリング業界を始め建築業界におかれ

ましては人手不足、資材の高騰、こうした

課題があります。又現場では皆様に大変ご

尽力いただいて社会保険の加入等も勧めて

いただいています。

こうした人出不足の対策には人件費を

しっかりと手当てしいくことが不可欠です。

国としましては、自公連立政権のもとにこ

の５年間、公共工事の設計労務単価を毎年

引き上げることが出来ました。この年度末

に向けて更なる引き上げに私自身、微力な

がら尽力していきたいと思っています。

社会保険への加入、コストの上昇、建設

資材の上昇に対してきちっと調達契約の中

で見てもらう事が必要です。景気が回復基

調にあり、過去最高の収益をあげている民

間企業も増えてきています。取引先、関係

企業の方々に恩恵を行き渡らせる取り組み

を働き方改革とともに進めていく一年とし

たい。」と挨拶されました。

近畿地方整備局建政部永富栄三建設調整

官からは「昨年は７月の九州集中豪雨で大

きな被害がでました。関西では10月の台風

21号により大きな被害が発生しました。管

内で浸水家屋3400件あまりの被害、土木

関係の全国被害総

額は350億を超え

ているという状況

であります。また

土砂災害で和歌山、

大阪で亡くなられ

石川博崇参議院議員

永富栄三調整官
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新年互礼会開催

た方のご冥福をお祈りします。又被災され

た方には心よりお見舞い申し上げます。

建設産業は地域のインフラ整備の担い手

という役割もあり、地域経済を支える基幹

産業の大事なひとつということです。わが

国が活力ある未来を築く上で欠くことがで

きない重要な役割を担っています。しかし

賃金の低下ということでなかなか厳しい状

況です。このような中で現状を打破して建

設産業が本来もっている「ものつくりの面

白さ」、「技術の伝承のすばらしさ」を若者

や女性に伝え、魅力ある職場として受け入

れていただけるように処遇改善、職場環境

改善に本年も取り組んでいく所存でござい

ます。

そのためには適切な賃金、適正な工期の

確保というような「働き方改革」と併せま

して生産性人口が減少する中で、その減少

を補う以上の生産性の向上に取り組まなけ

ればなりません。数年後振り返ると今、変

化に対応できるところが生き残る大きな転

換期だったということになるかもしれませ

ん。各方面の建設産業の新年会に出席させ

ていただき、関西の景気については皆様、

上向との話が多く出ていました。平成30年

度予算については石川先生にもご尽力いた

だいたと思いますが、６年連続増というこ

とで、今年も明るい年になると願っており

ます。

関西シーリング工事業協同組合の皆様は

昨年40周年の節目の年を迎えられ、この転

換期にまた新しいスタートを始められまし

た。今後も業界の皆様と力を合わせて建設

業がより良くなるように努めてまいります

ので、引き続きご理解、ご協力をよろしく

お願いいたします。」と挨拶されました。

続いて大阪府職業能力開発協会寺田清美

事務局次長からは「関西シーリング工事業

協同組合は当協会

の事業運営、とり

分け国家技能検定、

外国人実習生の運

営に全面的にご協

力いただきまして

有難うございます。

平成29年度の前期試験はシーリング防水

工事作業で試験１級89名、２級７名と多く

の方に受検していただきました。

外国人実習生については昨年11月に法が

施工され実習生の期間が３年から５年に延

びて随時３級の検定の受験者が大幅に増加

しております。この検定試験にもご協力い

ただき有難うございます。

労働力不足、人材不足について、厚生労

働省では「ものづくり」にはいってくる若

者が少ないとのことで、技能者の裾野を拡

大する目的で平成29年後期から２級と35歳

未満の受検者には試験手数料を９千円減額

しております。シーリング防水作業試験に

ついては平成30年の前期試験から対象にな

りました。

皆様方におかれましては若い方々に技能

寺田清美事務局次長
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新年互礼会開催

検定を受検していただくようにお声掛け願

います。

防水施工シーリング工事は近代建築に

とって無くてはならない専門性の高いもの

で、関西シーリング工事業協同組合の役割

はますます大きくなります。

貴組合におかれましては昭和53年に設立

され、一貫して組合員の利益と技術の普及

の講習を活動されてこられました。今後と

も藪内理事長を先頭に組合活動を更に展開

され、組合様の事業所がますます繁栄され

ることを期待いたします。」と挨拶されま

した。

続いて日本シー

リング材工業会の

𠮷川成樹大阪支部

長からは「平成も

いよいよ30年、来

年の春には年号も

改まるということで、平成の時代を締めく

くる大きな節目を迎えたわけでございます

が、次の時代に向けて、大きな希望を託し

ていらっしゃる方も多いことと思います。

また、今年は干支も戌年ということで、こ

の戌年というのを調べてみますと「収穫後

の状態」を表すのだそうです。来年始まる

新たな時代のスタートに向け、商売で言え

ば売買後のアフターフォローや更に親しく

なる年となります。

また、犬は「安産の象徴」であり、「豊

かな生命力」を表わしております。どう

かこの一年が、皆様にとりまして、実り多

き子孫繁栄の年になりますよう、心からご

期待申し上げ、乾杯に移りたいと思いま

す。」と挨拶と乾杯の音頭をとられました。

来賓として公明党衆議院佐藤茂樹議員、

大阪府中小企業団体中央会足立一平連携支

援部長も列席していただき華を添えてくだ

さいました。

暫し歓談の後、中締めは森本美文理事が

「関西シーリング工事業協同組合に入って

20数年になります。理事をさせていただい

ていますが、藪内政権が７年になり今が一

番充実している時期と思います。行事も増

えてきて、我々も仕事を与えられ、充実し

ている時期であります。若い人も行事に参

加していただいて、やがて理事になり世代

交代をよろしくお願い致します。」と挨拶

されて景気よく３本締めでお開きとなりま

した。

𠮷川成樹支部長
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組合創立40周年記念式典・祝賀会開催
当組合は創立40周年を迎え、平成29年10
月12日に有馬温泉「古泉閣」にて来賓多数
をお招きして記念式典・祝賀会が盛大に開
催されました。
理事長が「関西シーリング工事業協同組
合は、おかげさまで、今年度で創立40周年

を迎えることが出
来ました。これも
また、皆様方のご
支援、ご協力のお
かげでございます。
昭和47年４月、
前身である「関西

シーリング工事業協会」を設立し、発足以
来建物の高層化に伴い、新しい素材が次々
と開発され、シーリング工事が建物の防水
の最も重要な部門として見直され発展して
きた中で、技術の向上、安全工事及び責任
施工の立場から、これに対応する研修会の
開催や技術者教育等により技術の向上に努
めてまいりました。
当時の取引条件は、厳しさが増すばか
り、建築業界の不安から、こうした状況に
対応すべく相互扶助の精神を基調とする中
小企業協同組合法に基づき、個々の企業の
経営の合理化と競争力の維持強化を図って、
シーリング業界の社会的信用を高めるため
に、昭和58年８月に「関西シーリング工事
業協同組合」の設立に至りました。
先人たちの努力は現在、我々が受け継ぎ、
将来に繋げてゆかねばならないかと、思っ
ております。
創立来、組合の事業活動は、技能検定を
はじめシーリンググランプリ他、数々の事
業活動を行っております。これも偏に組合

員の皆様、賛助会の皆様、各協会の皆様方
のご協力無しでは出来なかった事だと思い
ます。心より感謝申し上げます。
本日、ここに40周年の良き日を迎えるこ
との喜びを皆様方と共に感謝し、また、先
輩各位の努力に敬意を払い、今後の組合活
動を一致団結し、発展させてまいります。
今後とも、皆様方のご支援、ご協力をお願
いいたしまして、挨拶とさせていただきま
す。」と挨拶されました。
組合に対して各方面から感謝状、表彰状
の授与があり、理事長の謝辞の後、組合の
功労者に対して記念品と感謝の盾が贈られ
ました。上田正義監事が受賞者を代表して
謝辞を述べられました。
公明党の石川博崇参議院議員から「建築
業界の発展とその業界で働くお一人お一人
のご成功とご繁栄なくして日本の国つくり、
町つくりそして私たち国民の一人一人の安
心、安全を築くことは出来ません。
私も国民の一人として感謝の思いを常に
抱きながら関西シーリング工事業の皆様を
はじめ、関係諸団体のお役に立っていかな
ければならない思いを本日、新たにさせて
いただいた次第です。
関西シーリング工事業の皆様方からは、

藪内俊則理事長挨拶
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常日頃から現場の
課題を教えていた
だき、それを解決
するために一緒に
なって、スクラム
を組み前に進んで
くることが出来ま

した。まだまだ未解決の問題も多々ござい
ますが、今後も一緒に走り抜いていく決意
です。
自公連立政権で５年間、公共工事の設計
労務単価を毎年上昇させていただくことが
出来ました。社会保険の加入については、
現場の事業者の方々に大変なご苦労とご負
担をお掛けしておりますが、業界の魅力を
高め、人手不足を解消していくために必要
な措置としてご理解を頂き、進めてくるこ
とが出来ております。
しかしながら、大切なことは法定福利費
をはじめからきちっと明確化していくこと
です。特に行政が発注する公共工事につい
て、この法定福利費は他のコストと分けて
入札業務にあたる慣習を今後浸透していく
よう尽力して参ります。
日本全体の経済はこの５年間、徐々に回
復の基調にあります。日経平均株価は５年
前の8000円台から現在２万円を超える数値
を示しております。過去最高の収益を上げ
ている企業が次々出て参りました。投資が
拡充し、雇用が進み、この５年間で就業者
数は全国で300万人増えたといわれており
ます。また賃金上昇の流れも先ほどの設計
労務単価の話もその一端ですが、徐々に企
業にも、全国にも広がってきております。
久しぶりにボーナスが出せた、ベアを実施
したとの声も聞かれるようになりました。
失業率も５％から、直近では2.8％と激減

し、高校生、大学生の就職内定率も97％、
98％と過去最高の水準に至っております。
こうした背景で人手不足は現場で抱えて
おられる課題となっています。これを解消
するため、次の課題として生産性の向上、
働き方改革を現場の皆様のお声を聞きなが
ら進めて参ります。
これからも地域の発展、業界の皆様の発
展と繁栄に尽力して参ります。」と祝辞を
いただきました。
厚生労働省大阪労働局労働基準部小島敬
二部長からは「貴組合におかれましては長
年にわたり防水工事、シーリング工事にお
ける技能の向上を図り高い技術で我が国の
建築工事を支えて
こられたことに敬
意を表します。
また、社会保険
の加入促進と特定
化学物質取り扱い
作業主任者の養成
をはじめとする労働災害防止の取り組みな
ど安心して働ける職場つくりの為に多大な
るご尽力にお礼申し上げます
本日、栄えある表彰を受けられました皆
様方におかれましては平素からご尽力の賜
物と心から祝意を申し上げます。
さて、平成28年の大阪府内の労働災害の
発生状況ですが、死亡者数は過去最小を記
録した平成27年から増加しており51人の結
果でした。建設業では過去最少とはいえす
でに11人が亡なっています。建設業は未来
を創る重要な仕事であると感じております
がその仕事において尊い人命が失われるこ
とはあってはならないと考えております。
労働局といたしましても、７月に建設現場
に立ち入り検査を実施するなど死亡災害の

石川博崇参議院議員挨拶

小島敬二部長挨拶
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撲滅に全力をそそいでいます。このような
死亡災害の要因としましては現場における
危険の認識不足とコミニーケーション不足
があげられます。
死亡災害の多くは目の前の仕事に集中す
るあまり、周りの危険が見えなくなったり、
なんらかの不具合が発生した時にあわてて
安全上の手順を無視して安易な方法で手直
ししてしまう。このような事が原因として
発生している状況です。
このような時に周りの方が、『危ない』
と声をかけることで労働災害の多くは防
止できると考えています。トラブルが生じ
た時にも平常心を保つこと、忘れている人
を見かけた時に声かけするコミニューケー
ションの活性化が重要であると考えていま
す。どんな時でも危険性を感受し意識でき
る日常教育と災害の未然防止に役立つ声か
けの励行をぜひ実施していただきたいと思
います。
貴組合といたしましても今後も業界と行
政の架け橋としてこれまで以上に我々に
支援いただきますようお願い申し上げま
す。」と挨拶されました。
続いて建専連近畿地区連合会の北浦年一
会長からは「労務単価が上がっているが、
我々の現場で働く職人の賃金が増えていな
い。現場の声が上に届かない。
国はいろいろな施策をやるが正しくやっ
た者が損をする。こんなバカな話はない。
知識はいろんな本を読めば吸収できるが、
人間生きる道は不変で変わらない建設業の
３ｋとか５ｋは過去の話で、これから若い
人が夢を持って入ってくるように業界の汚
いイメージをやめてもっといい話をして欲
しい。
現場で働くのは職人さんで建設業は自然

の中で仕事ができ
るこんな良い仕事
はない。日本の建
設業を支えてきた
中心は職人であり、
日本の文化、歴史
を作ってきたのは
職人である。昔は腕を磨いて資格をとるよ
うでしたが今は資格をとってから就職し仕
事する。表彰受賞者は表彰に負けない仕事
をしてもらいたい。
建設業に夢を持てという前に親子４人が
食べていける最低の賃金を確保することで、
社会保険に入らない会社にはこれから若い
人は来ない。
１人親方の呼び名は１人職人にして欲し
い。事故が起きるのは制度があいまいであ
るから事故が増えている。
建設業界の組織は縦割りであり、職人は
横に流れている。各団体では、自分のとこ
ろだけを見ずに他の職種とも連携し、縦横
連携して組織を変えてバランスをとれるよ
うにしていく必要がある。」と祝辞を述べ
られました。
全国から来ていただいている各シ協の理
事長が紹介され、代表して日本シーリング
工事業協同組合連合会の苅谷純会長からは
「関シ協は、工科高校への出前講座やシー
リンググランプの開催など、他の地域の先
駆けとなる取り組みを数多く実施してこら
れました。独自の発想力、実行力と団結力
は業界の模範となっていると感じておりま
す。
戦後のわが国は昭和30年代から近代化が
加速し、高層ビルの建設に伴いカーテン
ウォールが発展してきまた。その発展にな
くてはならないのがシーリング防水であり

北浦年一会長挨拶
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ました。
しかしながら、当初は施工不良による漏
水やトラブルが多く、新しい分野に参画し
ては見たものの、思うようにいかないと感
じた事業者は全国に数多くいたと思います。
それほどシーリング防水は難しい業種で
ありました。1969年に施工業者単独の日本
シーリング工事業協会が設立され、その後
各地ではシーリング工事業協同組合が相次
いで発足いたしました。
関シ協は1980年に全国に先駆け『シーリ
ング防水工事の標準仕様書』を発刊し業界

では施工指針や施
工監理指針、シー
リング管理士制
度などが確立し、
シーリング防水技
能士の国家認定制
度と併せて、安心

できるシーリング防水の基礎が作られた訳
であります。
今、日本は少子高齢化という経験したこ
とがない大きな課題に直面しています。人
材の奪い合いや省力化が益々激しくなりま
す。当連合会としても仕事量の平準化や時
短に対応できるような賃金の引き上げ、元
請けに対しての業務量の改善、シーリング
防水の重要性のPRなど、やらなければな
らない事が山積しております。関シ協は、
冒頭申し上げましたように、独自の発想と
実行力、そして団結力によりこの業界を支
えてこられてきました。是非、これからも
多くの課題を克服し、シーリング業界を
リードしていただくようご期待申し上げま
す。
40年の長い年月の中で、関シ協の活動に
ご尽力されてこられました皆様に敬意を申

し上げますとともに、今後のさらなるご成
長、ご活躍をご祈念申し上げます。」と祝
辞を述べられました。

三橋一弘副理事長が閉会の言葉を述べら
れ、記念撮影の後、式典が終了しました。

休憩の後、祝賀会が萬谷誠専務理事の挨
拶の後、九州シーリング工事業協同組合の
橋口律雄理事長が「本日は創立40周年記念
式典が盛大に開催され
ましたこと、誠におめ
でとうございます。こ
れもここにご参列の皆
様の協力がないとでき
ないことです。
藪内理事長が様々な計画を立てながら全
体的な日本シーリング業界の集いの場を作
れる関シ協は本当に羨ましい団体です。
６年前に１回目のグランプリを開催され
たのを覚えております。その時これは面白
い、九州に持ち帰り是非やりたいと思いま
した。またこの大会を日本全国でやること
ができればとも思いました。
今年は６回目となり段々と全国からの参
加団体が増え益々活気あふれる大会となる
ことでしょう。現在、九州のグランプリ大
会は青年部に任せております。
全国の組合が今後も集える、そんな場を
作っていただければ我々も微力ではありま
すが日本シーリング業界発展の為に協力し
ていきたいと思います。
最後に、今後の貴組合のご発展を祈念し
てご祝辞とさせていただきます。」と挨拶
されました。続いて日本シーリング材工業
会の巌利彦会長からは「関西シーリング工
事業協同組合様の40年に亘る発展が、日本
シーリング材工業会会員会社の発展に繫

苅谷純会長挨拶

橋口律雄理事長挨拶
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がっておりますこと誠に有り難く、この場
をお借りして感謝申し上げます。

日本シーリング
材工業会は1963年
日本コーキング協
会として設立され
1965年に日本シー
リング協会と名称
変更すると共に施

工部会が組織化されました。その後、施工
部会が独立組織化され全国のシーリング工
事業協同組合が設立されました。
関西シーリング工事業協同組合様におか
れましては1978年創立と伺っております。
初代理事長の故松下實様から８代目の藪内
理事長様まで現在66社で40周年を迎えられ
たこと、誠におめでとうございます。歴代
の理事長様はじめ役員、組合員の皆様には
改めて敬意とお祝いを申し上げます。
建築業界におきましては、品確法等によ
り、長期的な保証、品質の確保等が求めら
れており、建築物の多様化によりまして
シーリング防水に関しましても、その役割
が非常に多様化しています。そのために
シーリング材もまだまだ進化しなければな
らないと思っています。
関西シーリング工事業協同組合様と共に
当工業会も努力して参りますので何卒宜し
くお願い申し上げます。
今後とも関西シーリング工事業協同組合
様からご指導、ご鞭撻を頂戴することを切
にお願い申し上げます。」と祝辞を述べら
れました。
乾杯は日本シーリング材工業会の𠮷川成
樹支部長が「関西シーリング工事業協同組
合様、創立40周年、誠におめでとうござい
ます。

長年に亘る地道なご努力と、組合員の皆
様の日頃の研鑽により、当工業会の発展は
もとより、建設業界全体のレベルアップに
大きな貢献をされてこられたことに対して
この場をお借りして厚くお礼申し上げます。
さて、この有馬温泉は「日本三名泉」に
数えられ、中でも茶褐色の「金泉」が有名
でございます。「金の泉」という縁起の良
い名にあやかりまして、皆様のビジネスに
「泉のごとくお金
が湧き出てまいり
ますように」期待
を込めまして、乾
杯に移りたいと思
います。」と挨拶
と乾杯の音頭をさ
れました。

乾杯のあとは「ミニミニ長渕歌謡ショー
で盛り上がり、フューチャー会のおたのし
み抽選がありました。

中締めの挨拶は
伊藤昌宏副理事長
が「関西シーリン
グ工事業協同組合
も青年の時代が過
ぎて、やっと大人
の組合に成長して
きた様に私は思っています。30年を過ぎた
ころより藪内理事長の指示により組合の改
革に取り組みました。次世代のリーダー、
理事の養成であります。
本日も若い実行委員長の西原君を始め、
理事・フューチャー会の皆さんによる運営
で行っています。若い理事の方を、表舞台
にドンドン出て行ってもらい、業界の方々
と知り合いになり、勉強していく仕組みを

巌　利彦会長挨拶

乾杯 吉川支部長

中締め 伊藤昌宏副理事長
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理事長の指導のもとに行ってまいりました。
そして先ずは、社会貢献・奉仕であります。
業界の人材不足が少しでも何とかなればと、
未来の職人さんを目指してもらうために出
前講座を、関シ協も５年前から行っており
ます。スクール用の架台を持っていき、座
学・施工方法など勉強してもらい、その後
架台にテープ貼り・ガン打ちなどを体験し
てもらいます。生徒の皆様からは大変評判
が良く、いい結果が出ていると思います。
そして、４年前からはじめている材・
販・工の座談会。材料のメーカー、販売店
のなにわ会、工の組合理事が一同に集まっ
てその年の担当団体が議題を提案し、活発
な意見交換をしまいりました。それにより
とても仲良くなり、関シ協主催の親睦旅行
に、メーカー・賛助会員の方が多数参加し
て頂く様になりました。
メーカー各社・なにわ会・賛助会の方々

から『以前の組合とは大きく変わり、良く
なりましたね。』とお言葉を頂くようにな
りました。そしてその相乗効果かもしれま
せんが販売店やメーカーの方が組合への入
会を勧めていただいた事も組合員が増えて
いる要因であります。
理事長・理事は大変うれしく思っていま
す。我々がやってきた活動が少しずつ実り、
花が咲くようになって来たことが本当に良
かったと実感できるようになってまいりま
した。40周年記念式典がこのように開催出
来ますのも、ここにお集まりの皆様から日
頃より組合に対するご支援、ご協力のおか
げであります。今後共に関シ協に対しまし
て、更なるご支援、ご愛顧をお願い申し上
げましてお礼と中締めの挨拶とさせていた
だきます。」
と述べられ、恒例の大阪締めにてお開き
となりました。

各方面から　感謝状・表彰状　受領

感謝状 受領

国土交通省近畿地方整備局 感謝状

建設産業専門団体近畿地区連合会 感謝状 大阪府職業能力開発協会 感謝状

大阪府中小企業団体中央会 表彰状
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組合創立40周年記念式典・祝賀会開催

組合功労者　表彰

盛り上がる　祝賀会 

組合功労者　　　　　　　　　　上田　正義 氏
　　々　　　　　　　　　　　　往田　　幸 氏
技能検定試験功労者　　　　　　石川　一久 氏
出前講座功労者　　　　　　　　山﨑　雄三 氏
シーリンググランプリ功労者　　岡橋　広士 氏

組合功労者に対して表彰状授与 組合功労賞を代表して謝辞 上田正義監事
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組合創立40周年記念式典・祝賀会開催
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防水施工デモンストレーション授業

この授業は大阪府職業能力開発協会による「若年技能者人材育成支援等事業」の一環とし

ておこなわれ、マイスターを派遣するものです。

平成29年９月21日、大阪府立今宮工科高等学校の建築系生徒２年生40名を対象に授業を行

いました。

カリュキュラムにそって、午前はシーリング防水について基礎的な知識の学習と午後には

架台を使っての実践的な実習でした。山崎晃昭校長からは「今日の実習で、実技の技術だけ

でなく仕事に対する取組みも学んでいただき、実りある実習にしていただきたい」と挨拶さ

れました。 藪内俊則理事長からは「午前は座学、午後からは架台を使用して実際のシーリン

グ材料を使って体験していただきます。 今日一日勉強していただき、将来の就職活動の選択

支の一つとして考えていただければ幸いです。」と挨拶されました。

平成29年度
「防水施工（シーリング防水）デモンストレーション授業」と
して大阪府立今宮工科高等学校で「シーリング講座」を実施

実技講習風景
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日本シーリング材工業会だより

日本シーリング材工業会だより

日本シーリング材工業会大阪支部　　
支部長　𠮷川　成樹

明けましておめでとうございます。

平成30年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

関西シーリング工事業協同組合様をはじめ、なにわ会会員、賛助会員の皆様には、旧年中

に賜りましたご厚情に、深く感謝申し上げます。

今年も、業界のさらなる発展に寄与して参りたいと考えておりますので、ご指導ご鞭撻の

ほど何卒宜しくお願い申し上げます。

昨年は２年に１回の第６回中日韓防水シンポジウムが北京で開催されました。同シンポジ

ウムはアジア主要国主導により防水に関する技術交流・研究連携の基盤を構築することを目

的として発足されましたが、昨年は基本的テーマとして防水品質確保のための活動が取り上

げられ、33編もの論文投稿は次のステップに繋がる充実した内容であり各国間で闊達な議論、

交流がなされました。

また、厚生労働省が所管する技能検定制度において、その重要性を認識し、実施に当たっ

て多大な功績と業績が認められた優良団体として、当工業会が平成29年度厚生労働大臣表彰

を受賞しました。表彰式は11月15日、東京・港区の明治記念館「富士の間」で行われ、厚生

労働副大臣・牧原秀樹氏の挨拶の後、当工業会から参列した巖利彦会長を始めとする受賞者

に表彰状ならびに記念品が贈られました。

本年度のシーリング管理士並びにシーリング技術管理士の、検定講習会場及び試験が決定

いたしました。６月14日㈭から16日㈯までの３日間、香川県高松市と東京の２会場で開催を

予定しております。高松市での開催は初めてとなります。是非とも多数のご応募をお待ちし

ております。詳細につきましては、日本シーリング材工業会ホームページにて４月初旬に掲

載する予定でございます。ご覧いただきますようご案内申し上げます。

それでは、皆様にとりまして今年は、幸多き一年になりますようお祈りいたします。

厳寒の折、風邪など召されませぬようご自愛ください。
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雇用・教育推進の助成金活用セミナー開催

雇用・教育推進の助成金活用セミナー開催

教育委員会　

現在、国や地方公共団体等が推進事業している雇用の確保や教育に多くの助成金制度があ

ります。各種助成金については申請の仕方がわからない、申請書類作成等が難しい、申請書

類が大変等の理由で助成金を受給できる機会を逃している会社が少なくありません。そこ

で当委員会として助成金の受給事例を参考にして具体的に助成金の受給の方法についてセミ

ナーを開催しました。

開催月日　　　平成29年10月24日㈫

開催場所　　　エル大阪　５階　研修室

講　　師　　　フロネーシス社会保険労務士事務所

　　　　　　　　池原　伸　社会保険労務士

紹介窓口　　　㈱テイク保険サービス

注　お問い合わせは　窓口である下記会社にお願いします。
　　　関シ協の賛助会員
　　　　㈱テイク保険サービス　　電話 072－276－3850
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材・販・工座談会

材・販・工座談会開催

平成29年10月24日㈫ 15時～17時に、エル大阪の５階研修室で材・販・工の議題に沿った座

談会が、当番理事である関西シーリング工事業協同組合の㈱ムツミ技研、小西功倫社長の司

会で行われました。材料会社である「日本シーリング材工業会」、各シーリング材の販売会

社である「なにわ会」、及び工事会社にあたる「関シ協」から参加し、それぞれの観点で議

論がありました。

議題として以下の内容について意見が交わされました。

　①出荷証明書・保証書及びディーラー、メーカーの材料出荷管理について

　　・施工会社が材料管理の徹底。

　　・保証書の記入内容の統一化の検討。

　②材料の共有化

　　・メーカー別のトナーの特別色の共有化は難しい。

　　・準標準色は出荷日数が掛からないためディーラーで対応可能

　③耐火バッカーは角型のみで丸型は作れないか

　　・需要が多くなれば対応出来る。

ここ近年の座談会では、かなり深い意見交換が行われ次回もより一層深い議論があること

を願い閉会しました。
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フューチャー会だより

本年度挨拶と抱負
関西シーリング工事業協同組合　　　　　　　
フューチャー会　会長　楠本　一廣　　　

新年明けましておめでとうございます。

旧年中はフューチャー会の運営に関して、関係各位の皆様方に多大なるご協力、ご支援を

賜り、厚くお礼申し上げます。

また、関西シーリング工事業協同組合の40周年記念式典が盛大に開催されましたこと誠に

喜ばしく存じます。

昨年は、一昨年に続き選挙が世間を賑わせました。衆議院議員選挙戦では、色々な意見が

飛び交う中、自民党の圧勝で幕を閉じ、第三次安倍内閣が発足しました。

私自身も、先日のフューチャー会総会で再任され、もう１期２年会長を仰せつかることと

なりました。

坂口副会長、並びにフューチャー会会員の皆様と力を合わせ精一杯頑張って参りたいと思

いますので、皆様方のますますのご指導、ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

最後になりましたが、本年が皆様にとって良い年になりますことを祈念いたしまして、簡

単ではございますが、新年のご挨拶にかえさせていただきます。

本年も、よろしくお願いいたします。
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フューチャー会だより

全国地協組の青年部合同会議が開催されました

日　時　平成29年９月15日㈮　16時～17時30分

場　所　札幌第一ホテル　１階　若樹

参加者（敬称略、順不同）　　23名

　　　　北シ協　　理事長（川原田義行）

　　　　　　　　　理事青年部顧問（菅野　曻）

　　　　　　　　　（男澤勝人）（松村　進）

　　　　　　　　　（竹腰賢二）（坂田暁洋）

　　　　東北シ協　（高橋真里）（玉熊昌俊）

　　　　東シ協　　（富岡大和）（影山　忍）（佐藤暢晃）（矢作　一）

　　　　静岡シ協　（小倉隆史）

　　　　中部シ協　（宮﨑　純）（山本　靖）（野崎剛史）

　　　　関シ協　　（楠本一廣）（坂口正吾）

　　　　中国シ協　（林　貴博）

　　　　九シ協　　（松隈智光）（橋口宏人）

　　　　担　当　　日シ工連（白川　宏）　北シ協（押野見正敏）

　開催に当り、主催者の東シ協シ世会富岡会長の挨拶があり、続いて北シ協の理事長の挨拶

の後、各自自己紹介があり、各地よりの議題にそって意見交換がありました。

　主な議題としては

　　① 各地協の状況等

　　② 繁忙期・閑散期の調整

　　③ 人材育成について

　主な内容としては

　　① 各地によりバラツキがあるが、比較的安定している。

　　② 日シ工連からの提案として困った時の解決しうる仕組みを作っておく。

　　③ 各シ協とも苦労している。人材育成よりも確保が主体。

　会議終了後、場所を移して親睦会が開かれました。

　2018年は広島での開催が予定されてます。
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組合ニュース＆インフォメーション

組合ニュース＆インフォメーション

開催月日　　平成29年12月13日（水）

開催場所　　関西シーリング工事業協同組合事務所

出席者（敬称略）

　　　　　　近畿地方整備局建政部　建設産業調整官：永富栄三

　　　　　　　　　　 同 　　　　　建設産業第一課長：島田浩和

　　　　　　　　　　 同 　　　　　建設産業第一課課長補佐：川内勝嘉

　　　　　　大阪府建団連　　　　　事務局長：藤川義治

　　　　　　関シ協：藪内俊則、伊藤昌宏、三橋一弘、萬谷誠、竹田幸平、竹内芳雄、

　　　　　　　　　　西原芳博、小西功倫、森本美文

　永富調整官から建設産業の行政についての取組みを資料により説明を受けました。

　関シ協の主な問い合わせと回答は下記の通りです。

　　①社会保険の加入状況は

　　　・ 公共事業労務費調査による１次下請けの加入割合は企業別で96％、労働者別で74％

である。

　　②社会保険未加入会社への対策は

　　　・行政・元請・下請け一体となった保険加入の促進。

　　　・行政によるチエック・指導。

　　　・公共工事における対策の実施

　　　・社会保険加入に係わる建設企業の取組指針の制定・浸透。

　　　・法定福利費の確保。

　　　・相談体制の充実。

　　　・国土交通省直轄工事における社会保険未加入対策の強化。

　　③民間工事での社会保険の取組について

　　　・周知・啓蒙の充実。

　　　・社会保険未加入企業への対策強化。

　　　・法定福利費の内訳明示した見積もり書の活用。

近畿地方整備局との意見交換会
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組合ニュース＆インフォメーション

　　④週休２日の対応について

　　　・賃金制度の見直し。

　　　・天候に左右される部分の手当て。

　　　・建設現場の生産性向上。

　　　・職場環境・人材育成。

　　⑤若年層の人手確保

　　　・建設キャリアアップシステムの構築

　　⑥工事発注時期の平準化

　　　・年間の偏りの是正し谷間をなくしていく。
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組合ニュース＆インフォメーション

第７回　シーリンググランプリ開催にむけて

⑴　全国シーリンググランプリ合同会議

　平成29年11月28日㈫ 午後１時から、大江ビル会議室にて、第６回シーリンググランプリの

反省と第７回にむけての意見交換会が開催されました。

　出席者は以下の通りです。

（敬称は略させて頂いています）

　各シ協　出席者（６名）

　　北シ協　：男澤勝人　　東北シ協：玉熊昌俊

　　東シ協　：富岡大和　　中部シ協：宮崎　純

　　中国シ協：林　貴博　　九シ協　：野上洋平

　関シ協　出席者（10名）

　　 藪内俊則、坂中宗洋、西原芳博、笹﨑伸司、光山一龍、松山直生、平井正法、楠本一廣、

坂口正吾、岡橋広士

　　各シ協から前回の問題点を洗い出して、改善策を検討しました。

　第７回シーリンググランプリ開催予定

　　開催年月日　　平成30年４月７日㈯

　　開 催 場 所　　尼崎リサーチ・インキュベーションセンター

⑵　各シ協　シーリンググランプリ予選　開催

　　中部シ協　　平成29年10月22日

　　九シ協　　　平成29年10月28日

　　東北シ協　　平成30年２月22日
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組合ニュース＆インフォメーション

大阪府職業能力開発促進大会にて

　平成29年11月21日㈫、大阪市中央公会堂で平成29年

度「大阪府職業能力開発促進大会」が開催されました。

　記念講演会の後において技能検定成績優秀者に賞状

と永年にわたり技能検定の推進に御協力された方に感

謝状が贈呈されました。

大阪府職業能力開発協会会長
技能検定成績優秀者に対して賞状

多治見　勇也 氏（日本化成工業㈱）
「 今回このような賞をいただき誠にありがとう
ございます。
　 今後もより一層、技術、品質のスキルアップ
を目指し頑張っていきたいと思います。」

大阪府知事感謝状

松山　直生 氏（㈱松山工業）
「 今回、このような感謝状をいただいて誠にあ
りがとうございます。
　 いろんな方々のおかげで長くやってこられた
と思います。
　 今後も技能士の育成に役たてればと考えてお
ります。」
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組合ニュース＆インフォメーション

広岡　未希也 氏（㈱ナッケン）
「 今回このような賞をいただき大変嬉しく思っ
ています。
　 今の気持ちを忘れることなく一層技術の向上
に努めてまいります。」

永年の技能検定員としての感謝状

信川　靖司 氏（㈱エヌシステム施工管理）
「 このような賞をいただき誠にありがとうござ
います。今後も技能士の品質、技術等の育成
に尽力してまいります。」
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組合ニュース＆インフォメーション

平成29年度シーリング防水技能検定合格者

　平成29年度技能検定、防水施工（シーリング防水工事作業）の合格者が９月30日に発表さ
れた。
　本年度合格者（関シ協会員外含む）は１級合格者が54人（58.07％)、２級が７人（100％）
であった。

おめでとう！　シーリング防水技能士誕生

合 格 者 会　　社　　名

1 植木　真司 新和化工㈱

2 安藤　将太 新和化工㈱

3 酒田　積宗 エマール工業㈱

4 樋元　光基 エマール工業㈱

5 菱﨑　将矢 ㈱大阪防水工業所

6 岩藤　　寿 ㈱大協建材

7 大山　勝之 ㈱大協建材

8 岡田　大介 ㈱東光商会

9 池田　成希 ㈱東光商会

10 湯口　　礼 ㈱東光商会

11 真野　晃平 ㈱東光商会

12 末永　浩晃 関西シーリング工業㈱

13 谷池　一浩 山陽シール工業㈱

14 林　新一郎 山陽シール工業㈱

15 山口　雄也 宝シール工業㈱

16 中西　達也 阪南工業㈱

17 山﨑　　龍 ㈱寝屋川シール

18 内田　博夫 ㈱芝建設

合 格 者 会　　社　　名

1 米田　孝夫 ㈱大協建材

2 西浦　宏亮 ㈱大協建材

3 北田　悠斗 日本化成工業㈱

合 格 者 会　　社　　名

19 岩佐　直樹 ㈱テイエム技建

20 河野　丈二 ㈱テイエム技建

21 内田　貴明 ＫＳホーム㈱

22 木村　匡希 ＫＳホーム㈱

23 山田　雄介 ＫＳホーム㈱

24 片山　啓太 ㈱コタニ

25 前部　和博 ㈱エヌシステム施工管理

26 西岡　隆希 ダイワテック㈱

27 清水　健太 ダイワテック㈱

28 加藤　将太 ㈱セイゴウ

29 武川　直人 ㈱セイゴウ

30 山口　成徳 ㈱埜田建商

31 井上　浩平 ㈱埜田建商

32 埜田　太地 ㈱埜田建商

33 澤田　透吾 髙田工業

34 大塚　恒樹 ㈱ミツケン

35 伊藤誠一郎 ㈱ミツケン

合 格 者 会　　社　　名

4 光島　清司 日本化成工業㈱

5 山下　　匠 ㈱ミツケン

1級合格者（35人）（関シ協会員）敬称略

2級合格者（5人)（関シ協会員）敬称略



－26－

組合ニュース＆インフォメーション

　本年度は平成29年10月13日にゴルフ場の名門「よみうりカントリー倶楽部」で開催されました。

前日の40周年記念式典・祝賀会に続いて、他シ協の方々にも参加していただきました。

　小雨模様の天候の中、来賓８名、組合員34名、賛助会員19名がアウト、インコースに分かれて

午前８時に同時スタートしました。

上位の成績

（順位） （氏名 敬称略） OUT IN Gross H. D Net

優　勝 伊　藤　昌　宏
（大阪ユニロン㈱） 46 48 94 22.8 71.2

準優勝 平　田　幸　隆
（㈱フジキ） 45 47 92 20.4 71.6

３　位 秋　葉　勇　人
（㈱アジック） 48 49 97 25.2 71.8

関シ協・賛助会合同ゴルフ懇親会
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組合ニュース＆インフォメーション

１）平成30年度行事予定
○シーリング防水出前講座
　年月日　平成30年２月６日㈫
　場　所　布施工科高等学校

○労務知識セミナー（予定）
　年月日　平成30年３月13日㈫
　場　所　エルおおさか
　
○第７回シーリンググランプリ
　年月日　平成30年４月７日㈯
　場　所　尼崎リサーチ・
 インキュベーションセンター

○第40回通常総会
　年月日　平成30年５月18日㈮
　場　所　ホテルモントレ大阪

○シーリング管理士、シーリング技術管理
　士検定講習会開催
　　年月日　平成30年６月14日～16日
　　場　所　東京会場、高松市

○シーリング技能士検定試験
　講習年月日　平成30年８月３日㈮
　試験年月日　平成30年８月４日㈯
　　　　　　　平成30年８月５日㈰
　場　　　所　テクノセンター南大阪

○登録防水基幹技能者講習会
　年月日　平成30年10月16，17日
　場　所　大阪科学技術センター

２）組合員・賛助会員の動き

（組合員）
　会社移転　㈱ミツケン
　　新住所　大阪府富田林市別井
 ３－１－５

（賛助会）
　会社移転　㈱ジョウナン
　　新住所　東大阪市高井田本３－４－12

　会社移転　カモ井加工紙㈱
　　新住所　大阪市淀川区西中島
 ４－９－28
 TAIYOセンタービル202号

（なにわ会）
　退　会
　　平成29年11月１日
　　　コニシ技研㈱

行事予定・会員のうごき

お詫び　前号110号

　新入会員の棚田建材㈱の紹介記事で、

顔写真は棚田聡一社長のお写真ではあ

りませんでしたので、ここに深くお詫

びさせていただきます。
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組合ニュース＆インフォメーション

日本海の田舎町で育った私が建築業界へ

入職し20年以上の年月が経過しました。

ふと考えると今までの人生の半分以上を

建築業界に携わりながら過ごしてきたこと

になっていました。

入職当時は阪神大震災が起こった直後で

神戸の街中へ近づいていけばいくほどに

災害復旧が手付かずのまま残っている建物

があちこちにあったことを今でも覚えてい

ます。

私の故郷には応挙寺と呼ばれるお寺があ

ります。江戸中期の画家円山応挙やその一

門の画家たちにより多くの襖絵が描かれて

いることが呼び名の由来です。

円山応挙がまだ無名の時に京都で苦学を

していたところ、当時そのお寺の住職が円

山応挙の才能を見込んで銀三貫目を与え学

資を援助したそうです。それをもとに江戸

で学び、名を成した円山応挙は息子や弟子

を連れてこのお寺に戻り仏間やその他の13

部屋ほどの襖絵を描いたといわれています。

その襖絵の中にはどこから眺めてもこち

らを向いているように見える八方にらみと

いうトリック的描法や200年以上前に描か

れたとは思えない鮮やかな色彩等、江戸時

代に西欧の遠近法を取り入れ独自の新しい

画風を完成した人物であるとあらゆる人々

に評価されています。

私が携わってきた20年の間にも様々な変

化がありました。これからの建築物はます

関シ協NEWS　Vol. 111
2018年２月発行
発行　関西シーリング工事業協同組合
　　　　〒540－0012　大阪市中央区谷町4－4－13
　　　　　　　　　　（エフクレスト２階202号）
　　　　℡   06（6946）2226　℻   06（6946）2227
編集協力・印刷　川西軽印刷㈱

編　集　後　記

ます多様化への対応が求められていくので

はないでしょうか。

その中でもシーリング防水という仕事は

防水性能についてはもちろんですが意匠面

でも重要な役割を担っていく仕事であると

思っています。

円山応挙が西欧の手法を取り入れ独自の

画風を完成させていったように柔軟な考え

方で多様化への対応努力をしていきたいと

考えています。

現在組合でも取組んでいる若手入職者の

確保・育成問題や働き方改革など社会環境

の変化も急速に進んでいくことになると思

いますが、組合の皆様と力を合わせてシー

リング業界の発展に役立つよう取組んでい

きたいと思いますので今後ともよろしくお

願い致します。

 株式会社　政岡工業　三浦　智徳
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関西シーリング工事業協同組合フューチャー会組織表

会　長 ㈱大阪シール 楠本　一廣
副会長 関西シール㈱ 坂口　正吾

委　　員　　会 委　　　　　　員

総 務 委 員 会
埜田　善将
福重　秋人
谷村　充功
小林　弘成

㈱埜田建商
㈱セイゴウ
㈱ミツケン
㈱美作

市場対策委員会
坂中　真二
佐伯　浩一
榎村　　孝
原田　　悟

エマール工業㈱
㈱大阪防水工業所
山﨑工業㈱
㈱大協建材

広 報 委 員 会

松山　直生
新谷　伸彦
三浦　智徳
今中　　健
森下　泰視

㈱松山工業
宝シール工業㈱
㈱政岡工業
㈱光シール
㈲朝日防水

教 育 委 員 会

松島　清泰
立石　航一
金田　大輔
神農　将史
植田　真一
徳重　満久
廣瀬　永昌

㈱テイエム技建
㈱東光商会
㈱ゴールデン技工
ダイワテック㈱
高田工業
徳重商会
ＮＳ技建

賛 助 会

岡橋　広士
佐野　将史
島　　考臣
井原　　潤
松山　太初
後藤　憲一
筒井　　徹
森浦　雄介
岡山　武史

ジャパンマテリアル㈱
サンスター技研㈱
サンセフティリース㈱
コニシ㈱
日本ビソー㈱
㈱ダイフレックス
セメダイン㈱
横浜ゴムMBｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱
カモ井加工紙㈱

な に わ 会

西山　　竜
長尾　和博
戸倉　秀利
山田　　学
秋葉　知温
河村　康平
吉田　　拓

フヨ―㈱
㈱前田精市商店
モリシタ化学産業㈱
㈱宮崎
アジック㈱
化研マテリアル㈱
㈱ツダ

総 務 委 員 会：総会、忘年会、新年会、各種懇親会等の企画、開催
市場対策委員会：市場単価動向についての検討、各種研修会の企画
広 報 委 員 会：フューチャー会各種行事の広報活動、新規会員の勧誘
教 育 委 員 会：S-1GP、出前講座、シーリングスクール
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関西シーリング工事業協同組合
〒540‒0012 大阪市中央区谷町４丁目４番13号　TEL 06‒6946‒2226　FAX 06‒6946‒2227
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賛　助　会　員
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なにわ会会員



　関西シーリング工事業協同組合は、関西に在するシーリング防水工事業者が、中小

企業等協同組合法に基づいて結成した協同組合です。

＜目　的＞

　建築専門工事業種の内、防水工事・シーリング工事は近年に於ける建築物の高層化

複雑化及び材料の多様化に追随して、日進月歩の専門知識と技術力を必要としていま

す。

　組合活動を媒介として、近代建築に於ける防水工事・シーリング工事の重要性を自

ら自覚すると共に他からの認識を促し、トッププロとしての職能で社会に貢献します。

　防水工事・シーリング工事業者が自らの業種を近代建築に於いて欠かせない専門工

種として、次世代の建築界に伝えていく為の研鑽と活動の場所が関西シーリング工

事業協同組合（関シ協）です。

＜活　動＞

　①　関連諸団体と連携のもとに、上部と組合員相互へ、大切な情報の伝達をしてい

ます。

　②　組合員・所属員への知識の普及と技術の向上を図る為の、研修会をしています。

　③　各種資格試験の、受験の窓口をしています。

　④　消耗品、機械工具、副資材などの共同購買により組合各社の経費節減及び、多

情報により、関連商品の開発を促し業界の進歩に貢献しています。

　⑤　日本シーリング工事業協同組合との連合で、10年の瑕疵漏水保険を作り組合各

社の経営を磐石なものとし、発注条件に、信頼感を与えて受注に繋げています。

　⑥　組合企業用賠償保険、所属員の生命保険、障害保険を団体契約することで、コ

ストダウンになり、組合員各社に利便を供しています。

　⑦　青年部会を組織指導して、次世代の建築シーリング部門を担う若者を育成して

います。

　⑧　ゴルフコンペ、新年会、懇親会などを開き会員同士の親睦を図り、協力しあうア

ンダーグランドをつくっています。

　⑨　広報誌「関シ協ニュース」を年２回発行しています。

関西シーリング工事業協同組合（関シ協）の概要



ハマタイト建築用商品
●1成分形変成シリコーン系

●1成分形ポリウレタン系

●1成分形ポリサルファイド系
●1成分形シリコーン系
●2成分形変成シリコーン系
●2成分形ポリウレタン系
●2成分形ポリサルファイド系
●2成分形シリコーン系
●2成分形ポリイソブチレン系
●1成分形弾性エポキシ系
●ウレタン塗膜防水材

＜SC-MS1-HM＞（高モジュラスタイプ）
＜SC-MS1NB-LM＞（低モジュラス ノンブリードタイプ）
＜SC-SD1NB＞（窯業系サイディングボード専用 ノンブリードタイプ）
＜SC-PU1＞
＜SC-PU1NB＞（ノンブリードタイプ）
＜SC-PU1NB-21＞（ノンブリードタイプ）
＜SC-PS1NB＞（ノンブリードタイプ）
＜SC-SR1＞
＜SC-MS2NB/SUPERⅡ＞（ノンブリードタイプ）
＜SC-PU2NB＞（ノンブリードタイプ）
＜SC-PS2＞
＜SC-SR2＞
＜SC-IB2＞
＜エポソフト＞
＜アーバンルーフ＞
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